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本日の報告内容

【2】 2カ年の実施内容

【1】事業概要

【3】本事業のまとめ
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エアバッグ布・シートベルトのリサイクル拡大、

ASRの減量化

1-1. はじめに 事業概要（事業の背景）

➢エアバッグ布（PA66）や、シートベルト（PET）は一部を除きサーマルリカバリーで燃焼。PA66の原糸は約500円/㎏、PETの原糸は
約300円/kgと自動車用プラの中では比較的高価。

➢一部で活用されているが、自動車メーカーごとにエアバッグ布の色やサイズなどが異なり、目的に応じたエアバッグ布を探すのに手間がかかる。
大量使用には向いていない。

➢リサイクル材として活用したい人が自ら解体業者にアクセスして回収。統一された回収基準が存在せず、化学物質の安全性については明確
ではない。

➢出口を見据えリサイクル材として使用するための、回収品の情報整理、品質の向上と安定化、化学分析による安心・安全の提供を行うこと
で、PA66やPETは布、プラスチック素材・原料として、リサイクルが進み、結果的にASR減量に結びつく。

回収

前処理

製品加工

（出口）

①現状はほぼ回収されておらず、使用したい人が直
接アクセス、エアバッグの種類は回収しないと不明
②統一した回収基準はない

回収

前処理

製品加工

（出口）

③前処理は洗浄・裁断、化学物質の測定は未
実施

④一部のエシカル商品向けを除き、ほぼリサイ
クルは行われていない

①種類（形状、サイズ、色など）の把握と分類整理
②統一した回収基準を設定

③出口ニーズやエアバッグ布に含有される化学物質に対
応した④前処理プロセスの明確化

⑤商流イメージの構築およびそれを踏まえたリサイクル
素材・原料としてのカタログ化

現状 本事業の目指す方向
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1-1. はじめに 事業概要
実施項目 目的 概要

1.
分別回収の
効率向上

使用者がELV由来のエアバッグ布・シー
トベルトを活用しやすくするため、回収可
能なエアバッグ布・シートベルト種類（形
状、サイズ、色など）を分類整理し、DB
フォーマット・DBを作成する。

エアバッグ布・シートベルト搭載基本情報の整理

エアバッグ布・シートベルトの発生、回収見込量

分類DBフォーマット作成

2.
回収品質の
向上と
安定化

全国のどの解体事業者に依頼しても同
等品質のエアバッグ布・シートベルトが回
収できるように、統一した回収基準を設
定し、作業書を作成する。

回収
トライ

1回目・２回目（解体事業者２社）

3回目・4回目（解体事業者10社）

回収基準策定

コスト試算

3.
安心・安全の

提供

消費者が安心して使える安全なリサイク
ル素材・原料の提供を可能とする基準づ
くりのため、含有物質及び規制物質の把
握を実施する。
エアバッグ布・シートベルトを回収する解
体事業者が安全に作業できるように発
生ガスの人体への影響確認及び作業時
のやけど防止策の提示を行う。

回収品
の安全
性

未開後・未洗浄品分析（含有物質把握）

展開後・未洗浄品分析 ※１回目・２回目回収品（含有・規制物質把握）

展開後・洗浄品分析（規制物質把握）

未展開・未洗浄品分析と展開後・未洗浄品分析比較（含有物質把握）

展開後・洗浄品分析 ※３回目回収品（規制物質把握）

色つきエアバッグ布分析（含有・規制物質把握）

エアバッグ内のガス・白い粉・青い液体・異物分析

作業者
の安全
性

エアバッグ展開時の車室内ガス・異物分析

エアバッグ展開時の温度確認

安心・安全宣言検討

CO2の見える化

回収

前処理
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1-1. はじめに 事業概要
実施項目 目的 概要

4.
払い出し品質の

安定化

回収されたエアバッグ布・シートベルトを市場
で使えるようにするための前処理方法とプロセ
スの明確化を検討する。

前処理検討・洗浄水分析

前処理プロセスの設定と見える化検討

5.
選択肢の提供

エアバッグ布・シートベルトの利用を促進して
いくために、エアバッグ布・シートベルトの活用
に関する出口ニーズの把握を実施する。その
うえで、リサイクル素材使用者が、ある程度
回収品をイメージできるようなリサイクル用エア
バッグ布素材・原料のカタログ情報を提示し、
リサイクル材使用者の創作意欲を喚起する
ようなデザイン案を提示する。

出口ニーズ
の把握

業界・市場ニーズ調査

消費者アンケート調査

商流イメージ構築

カタログ項目検討

前処理

製品加工

（出口）
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1-2. 事業の実施体制

出所：矢野経済研究所

共同事業者

外部委託

代表事業者

アドバイザー

株式会社矢野経済研究所

実証内容分析・検証、改善提案、報告書作成、進捗管理等

解体事業者、布製品分析会社、前処理実施企業

一般社団法人日本

自動車工業会

日本化学繊維協会

エアバッグ、シート
ベルト回収基準検討

化学分析 用途探索

一般社団法人日本自動車

リサイクル機構（JAERA）

リバー株式会社

株式会社エコアール

株式会社東レリサーチセ

ンター（TRC）

伊藤忠商事株式会社



7

2.2024年度実施スケジュール

• 2024年度実施内容はすべて予定通り完了し、エアバッグ布・シートベルトを回収作業時、使用時において
安全に利用可能な基礎条件を整理することができた。

提案時計画

3月末計画

実績

提案時計画

3月末計画

実績

提案時計画

3月末計画

実績

提案時計画

3月末計画

実績

提案時計画

3月末計画

実績

提案時計画

3月末計画

実績

提案時計画

3月末計画

実績

提案時計画

3月末計画

実績

提案時計画

3月末計画

実績

（4）
払い出し品質の

安定化

払い出し品質基準の設定

前処理プロセスの設定と見える化の方

針策定

（5） 選択肢の提供 商流イメージ構築・カタログ項目作成

（3） 安心・安全の提供

安全宣言検討

CO2の見える化

12月

（2） 回収品質の向上と安定化

外部委託による回収トライ

コスト試算

回収基準策定

（1） 分別回収の効率向上 分類DBの整備と拡充

6月 7月

2024年度

１Q ２Q ３Q ４Q

4月 5月 1月 2月 3月8月 9月 10月 11月
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エアバッグ シートベルト

搭載箇所 ①D 運転席
②A 助手席
③S サイド
④C カーテン
⑤K ニー

搭載箇所 ①D 運転席
②A 助手席
③後部座席 等

繊維 ①PA66
②PET

繊維 ①PET

織り方 ①平織り 織り方 ①平織り

シリコーンコート ①なし
②あり（顔料：ピンク、青など）

色 グレーが多いが、色合いは自動車メーカー
毎に異なる

製造方法 ①縫製
②圧着

インフレ―ター種
類

①パイロテクニック（火薬式）
②ストアードガス（ガス式）
③ハイブリッド（混合）

2-1.分別回収の効率向上（基本情報の整理）

• エアバッグ布・シートベルトのDB構築のため、搭載箇所及び種類について整理を行った。

縫製 圧着

出所：エコアール撮影

回収 前処理 製品加工
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2-1.分別回収の効率向上（発生・回収見込み量）

• 1台当たりのエアバッグ布・シートベルト面積から回収可能性量を算出した。

回収 前処理 製品加工
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2-1.分別回収の効率向上（分類DBフォーマット作成）

• ２カ年の回収から、118車種のエアバッグ布・シートベルトのデータベースを構築し、カタログに記載した。

回収 前処理 製品加工
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2-2.回収品質の向上と安定化（回収基準策定）

• 全国のどの解体事業者に依頼しても同等品質のエアバッグ布・シートベルトが回収できるように回収基準（作業
書）を作成した。作業者の安全性を考慮し、換気及び温度についての注意喚起も行っている。

CO濃度注意

やけど注意

回収 前処理 製品加工
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2-2.回収品質の向上と安定化（回収基準策定）

• 日本産業衛生学会が提唱しているガス成分の許容濃度は、CO が50ppmである。ドア4枚開放後、30秒別の
作業を実施したのち、エアバッグ布を回収すれば、作業者の安全性を確保できることが分かった。

回収 前処理 製品加工

30秒別作業後
コネクタの取外し・
エアバッグ布切取り

（100秒程度必要）

60秒～190秒
（2分10秒）

60秒

車上作動処理

０秒１台目

カバー取り外し
4ドア開放

（30秒程度必要）

30秒別
作業

2台目

２台目
車上作動

準備

車上作動処理

０秒
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2-2.回収品質の向上と安定化（回収基準策定）

• エアバッグ展開直後のインフレーターは150℃以上の高温となるため、やけど防止のため、根元から10㎝離した位
置で切断する。

やけど注意

回収 前処理 製品加工
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2-3.安心・安全の提供（Cuの分析）

• 洗浄を行っても、特定メーカーの色付き品（シリコーンコート品）の一部においてCuの溶出量が基準値を超えた。

項目 概要

2023
年度
結果

➢ 展開・未洗浄品はアパレル・フットウエアの規制物
質マネジメント「AFIRM」において、pH及びCuの
溶出量が基準値を超えた。

➢ 未展開・未洗浄品では上記基準値内に収まった
ため、展開・未洗浄品のpH及びCuの溶出量が
基準値を超えた要因はインフレーター由来である
可能性が高い。

2024
年度

実施
内容

➢ 運転席60検体、助手席60検体の展
開・洗浄品のpH・Cuの溶出量を計測。

目的
➢ 洗浄により、pH及びCuの溶出量を基
準値内に収めること。

結果

➢ pHはすべての検体で基準値内に収まっ
た一方、Cuについては特定メーカーの色
付き品（シリコーンコート品）の一部
において溶出量が基準値を超えた。 図.120枚のエアバッグ布のCuの溶出量結果
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回収 前処理 製品加工
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2-3.安心・安全の提供（Cuの分析）

疑問点 仮説

① 展開・洗浄品で溶出試験を
行った際に検出されるCuの由
来は？

➢ ナイロンの耐熱剤由来？シリコーンコート層由来？インフレーター由来？

② シリコーンコートがあるエアバッ
グでのみCu溶出試験でNGと
なる理由は？

➢ シリコーンコートが水をはじくため、洗浄では除去するのが難しい？
➢ シリコーンコート層内にCuが入り込み、洗浄では出てこない？

③ シリコーンコートがあるエアバッ
グでも特定メーカーのみCu溶
出試験でNGとなる理由は？

➢ 特定メーカーのエアバッグ布で使用されているシリコーン層の厚みが異なるのではない
か？（特定メーカーのエアバッグ布のほうが厚みがある？）

➢ 特定メーカーのインフレーターでCuが多く使用されているのではないか？インフレー
ターの威力が違うのではないか？

④ 洗浄では除去できないCuが
溶出試験で溶出する理由
は？

➢ 洗浄時間が短いのではないか？
➢ 溶出試験ではエアバッグ布を小さく切り刻んでいるため、切断端部からCuが溶出し
やすくなるのではないか？

• 特定メーカーのピンク品の展開・洗浄後の溶出試験でCu量が多いことついての疑問点・仮説を示す。

• 疑問を解決するために、基準値を超えたピンク品において、未展開・未洗浄、展開・未洗浄、展開・洗浄のエ
アバッグ布のCu含有量及び溶出量、また断面EPMA分析を実施しCuを目視で確認した。

回収 前処理 製品加工
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2-3.安心・安全の提供（Cuの分析-①Cuの由来）

• 1.ナイロン耐熱剤由来のCuは溶出試験ではあまり溶出しない。

• 2.展開後・未洗浄品では、ピンク品のほうが白品よりもCu含有量が多い。

• 3.ピンク品は洗浄後も残存Cuが多く存在する。

1

3

2

回収 前処理 製品加工
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未展開・未洗浄 展開・未洗浄 展開・洗浄
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2-3.安心・安全の提供（Cuの分析-②シリコーンコートのみNG）

• 1.ナイロン中に存在する（最初から存在する）Cuは洗浄によって溶出しないことを目視で確認。

• 2.展開することにより、インフレーター由来のCuがエアバッグ表面に付着。

• 3.表面に付着したCuは洗浄により除去できる。展開後、シリコーン層の内部にまでインフレーター由来のCuが存在することを確認。

1

2 3

回収 前処理 製品加工
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2-3.安心・安全の提供（Cuの分析-③シリコーン層の厚みの違い）

• 場所による違いがあるかもしれないが、今回の断面観察の結果から、両者に大きな違いは見られなかった。

基準越えピンク品 基準値内ピンク品
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未
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回収 前処理 製品加工
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2-3.安心・安全の提供（Cuの分析-④Cuの溶出要因） 回収 前処理 製品加工

仮説 実施内容 結果

① 洗浄時間が短いのではないか？
➢ 洗浄時間を倍にしてCu含有量の変
化を確認

➢ 洗浄時間を倍にすることで、Cu含有
量が減少した

② 溶出試験ではエアバッグを小さく切り
刻んでいるため、切断端部からCuが
溶出しやすくなるのではないか？

➢ 洗浄後のエアバッグ布を5mm角に切
断し、洗浄による溶出量の変化を確
認

➢ 上記エアバッグ布の190ppmよりも
Cu含有量が140ppmに減少→切
断端部からのCu溶出量が増加した

①洗浄時間を倍に設定

230ppm

②切断端部の洗浄効果

1回洗浄後エアバッグ布
Cu含有量

190ppm

2回洗浄後エアバッグ布
Cu含有量

140ppm

• 洗浄時間を延長することで、エアバッグ内のCu含有量は減少する。ただし、AFIRMで検査するCu溶出試験では
布を5mm角に切断するためCuが溶出しやすい。

• 白色のエアバッグ布とシートベルトはアパレル・フットウエア含め使用することができる。

• 色付きのエアバッグ布はアパレル・フットウエア以外での使用を推奨する。
結論
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2-3.安心・安全の提供（安心・安全宣言検討）

• 溶出試験で確認されたCuはインフレーター由来であることが分かった。

• このCuはシリコーン層内部に取り込まれたものと推測される。

• 洗浄時間を延長したものの、Cuの溶出試験ではAFIRMの基準値内には収まらなかったことから、色付きのエア
バッグ布はアパレル・フットウエア以外での使用を推奨する。

表.エアバッグ布・シートベルトを安全に回収、洗浄、リユースする方法

回収 前処理 製品加工

詳細

ガス
エアバッグ展開後、ドアを4枚開放し、30秒別の作業を実施したのち、エアバッグを

回収すれば、作業者の安全性を確保できる。

温度
エアバッグ布の根元から10㎝離して切り取ることで、やけどの危険性を回避しエア

バッグ布を回収できる。

洗浄方法

１回当たりの洗濯物投入量15kgに対して、100ℊの弱アルカリ洗剤を投入し、洗濯、すす

ぎ、脱水を行う。洗濯は10分、水量118L、60℃の温度で洗浄する。すすぎは10分、水量

は178L、60℃の温度ですすぎを行う。これにより、白色エアバッグ布はアパレル・フットウエアで

の基準を満たして使用することができる。

排水処理
洗浄後の排水処理については、一般排水基準を満たしており、適切な浄化槽等を

保有する事業者で実施すれば問題ないことが確認された。

上記洗浄方法を行えば、白色エアバッグ及びシートベルトはアパレル・フットウエアで

の使用が可能。

色付きのエアバッグは上記洗浄を行った後、アパレル・フットウエア以外への使用を提

案する。

工程

回収作業

回収品洗浄

回収品リユース
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2-3.安心・安全の提供（CO2の見える化）

• 布としてのリユース、リペレット、燃焼処理の3パターンで計算を行った。輸送距離は解体～破砕場所まで100km、
解体～リペレット場所まで400km、解体～布の洗浄場所まで200kmで設定した。

• 燃焼処理が最もCO2排出量が多く、次にリペレット、最も排出量が少ないものは布としてのリユースであった。

図.1kg当たりのCO2排出量

ライフサイクルフロー図と評価
範囲

＜ベースライン＞

解体 →
輸送

100km
破砕 → 燃焼

＜評価対象製品＞

解体

（回収）
→

輸送

400km
ペレット

解体

（回収）
→

輸送

200km
→ 洗浄 → 乾燥 → 布

ABの解体～

リサイクル原料

（布）

ABの解体～

燃焼処理

ABの解体～

リサイクル原料

（ペレット）

本事業評価内容

図.ライフサイクルフロー図と評価範囲

回収 前処理 製品加工
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2-4.払い出し品質の安定化（前処理検討）

➢ 洗浄について、白色エアバッグ布およびシートベルトは適切な洗浄を行えばアパレル・フットウエア向けへの使用が可能であることが分かった。

➢ エアバッグ布の色付き品は、洗浄時間を延長したものの、Cuの溶出試験ではAFIRMの基準値内には収まらなかったことから、色付きのエア
バッグ布はアパレル・フットウエア以外での使用を推奨する。

しんわルネッサンスでの洗濯、すすぎ、乾燥条件

回収 前処理 製品加工

詳細

洗濯（1回）→すすぎ（1回）→乾燥（１回）

→必要に応じて異物除去

1回当たりの投入量 10~15kg

洗剤投入量 100g

洗剤種類 弱アルカリ洗剤

水量 118L

時間 10分

温度 60℃

1回当たりの投入量 10~15kg

水量 178L

時間 10分

温度 60℃

1回当たりの投入量 10~15kg

時間 20分

温度 80℃

必要に応じて異物をハケ等で除去異物除去

項目

作業工程

洗濯

すすぎ

乾燥
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2-4.払い出し品質の安定化（洗浄水分析）
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回収 前処理 製品加工

• エアバッグ布洗浄時の排水分析をラボレベルで再現し実施した。2023年度エアバッグ布分析で検出され、一般排水基準項目である
pH、Cu、Fe、Znに関しては問題ない結果となった。

• 洗浄時には同様な条件での実施を推奨するほか、適切な浄化槽等を保有する事業者での実施が必要である。
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2-5.選択肢の提供（出口ニーズの把握）

• 消費者アンケート結果から、エアバッグ布・シートベルトのリサイクルにとても関心がある・やや関心がある人を合は全体の約
50％であった。

• 一方でアパレル等を対象とした事業者調査ではコスト面の問題や、サイズや形状が画一でない素材を活用しにくいといった意見
が挙げられており、布としてのリユースでは、「製品化イメージが具体的に持たれておらず、意欲も低い」ことが分かった。
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エアバッグ布・シートベルトのリサイクルに

関心があるか（n=1,691)

10%

39%

28%

12%

11%

エアバッグ布・シートベルトのリサイクルに

関心があるか（n=1,691)

とても関心がある

やや関心がある

どちらともいえない

あまり関心がない

全く関心がない

図.エアバッグ布・シートベルトのリサイクルに関心があるか

回収 前処理 製品加工
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2-5.選択肢の提供（カタログ項目検討）

• リサイクル材を使用する事業者にエアバッグ布・シートベルトリサイクルへの関心を高めてもらえるようなカタログ作
成を目指し、アップサイクルとなる試作品作成を行い、その内容をカタログに盛り込むことで需要喚起につなげるこ
ととした。

写真.試作品展示会

回収 前処理 製品加工
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2-5.選択肢の提供（カタログ項目検討） 回収 前処理 製品加工

• BtoBを想定し、エアバッグ布・シートベルトのリサイクルへの興味を喚起できるような用途デザイン案をカタログにて提示した。

• 「デザインを活かすための素材選定」ではなく、「素材を活かすためのデザイン」という新たなコンセプトに基づき試作した。
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2-5.選択肢の提供（カタログ項目検討）

• 各デザインの著作はHIDESIGN Corporationに帰属する。

• デザインの使用は©HIDESIGN Corporationと記載いただくことで自由にご使用いただける。

回収 前処理 製品加工



28

2-5.選択肢の提供（カタログ項目検討）

• 各デザインの著作はHIDESIGN Corporationに帰属する。

• デザインの使用は©HIDESIGN Corporationと記載いただくことで自由にご使用いただける。

回収 前処理 製品加工
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2-5.選択肢の提供（カタログ項目検討）

• 2024年度に回収した118車種のデータをカタログに掲載した。

回収 前処理 製品加工
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2-5.選択肢の提供（カタログ項目検討）

• 本事業の背景、エアバッグ布・シートベルトの回収方法、LCA、安心安全の提供についても提示。

回収 前処理 製品加工



31

3.本事業のまとめ

項目 目的 結果

1.
分別回収の
効率向上

➢ 使用者がELV由来のエアバッグ布・シートベルトを活用しやすくす
るため、回収可能なエアバッグ布・シートベルト種類（形状、サイ
ズ、色など）を分類整理し、DBフォーマット・DBを作成する。

➢ 回収可能なエアバッグ布・シートベルト種類（形状、サイズ、色な
ど）を分類整理し、DBフォーマットを作成した。

➢ 解体事業者10社の協力のもと118車種分のDBを作成した。

2.
回収品質の
向上と安定化

➢ 全国のどの解体事業者に依頼しても同等品質のベルトが回収で
きるように、統一した回収基準を設定し、作業書を作成する。

➢ 回収品質、解体事業者の安全性（やけど）等に配慮し、統一し
た回収基準を策定した。同一車種での回収品でないため、厳密な
比較はできないが、上記回収基準に基づけば、使用可能な布面
積を減らすことなく、各解体事業者から同等品質の回収品を安全
に得ることができる。

3.
安心安全の
提供

➢ 消費者が安心して使える安全なリサイクル素材・原料の提供を
可能とする基準づくりのため、含有物質及び規制物質の把握を
実施する。

➢ エアバッグ布・シートベルトを回収する解体事業者が安全に作業
できるように発生ガスの人体への影響確認及び作業時のやけど
防止策の提示を行う。

➢ 回収品に関しては、色付き品を除くエアバッグ布・全てのシートベル
トは、適切な洗浄（洗浄を60℃の温水で10分、すすぎを水道水
で10分）を行えば、アパレル・フットウエアのへ使用が可能である。

➢ エアバッグ布の色付き品は、洗浄時間を延長したものの、Cuの溶出
試験ではAFIRMの基準値内には収まらなかったことから、アパレル・
フットウエア以外での使用を推奨する。

➢ 解体事業者の安全性に関しては、ドア4枚開放後、30秒別の作
業を実施したのち、エアバッグ布を回収すれば、作業者の安全性を
確保できることが分かった。

➢ エアバッグ布の根元から10㎝離して切り取ることで、やけどの危険性
を回避しエアバッグ布を回収できる。

4.
払い出し品質の

安定化

➢ 回収されたエアバッグ布・シートベルトを市場で使えるようにするた
めの前処理方法とプロセスの明確化を検討する。

5.
選択肢の提供

➢ エアバッグ布・シートベルトの利用を促進していくために、エアバッグ
布・シートベルトの活用に関する出口ニーズの把握を実施する。
そのうえで、リサイクル素材使用者が、ある程度回収品をイメージ
できるようなリサイクル用エアバッグ布素材・原料のカタログ情報を
提示し、リサイクル材使用者の創作意欲を喚起するようなデザイ
ン案を提示する。

➢ エアバッグ布・シートベルトはリユース、マテリアルリサイクル、ケミカルリ
サイクルに使用できる。リユースに関しては、各種試作品を製作した。
また、リサイクル材の使用者の需要喚起を図るため、BtoBを想定し
た試作品案をカタログに盛り込んだ。
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3.本事業のまとめ

• 今回の事業を通じ、エアバッグ布・シートベルトを全国どこの解体事業者で回収しても同等品
質を得ることが可能な回収基準を提示し、かつその回収品の安全性を確認した。

• 通常、リユース・リサイクルは一度きりの使用しか想定されていないが、今回提示したリユース
試作品は１回のみの使用ではなく、繰り返しリサイクルすることを意識して製作した。今後のリ
サイクルの在り方についても、複数回のマテリアルリサイクル後に、再度バージン並みの物性を
復元できるケミカルリサイクルへのフローを志向するCEを提言したい。

自動車
回収

前処理

再利用(ｎ回）

回収 再利用（n回）

自動車、家電等

回収

リユース

マテリアル
リサイクル

ケミカル
リサイクル

再利用

図.エアバッグ布・シートベルトの循環利用イメージ図


